
❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉❉ 

市民の皆さんへ  野田市市民活動支援センター 

市民活動つうしん 
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  活躍中の市民活動団体を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

                              

第２６号－１ 

令和 2 年９月１５日 

～野田市市民活動団体支援補助金を活用した団体をお訪ねしました～ 

― 編集・発行 ― 
野田市市民活動支援センター 
職員・コーディネーター在室時間 

月～金 8:30～16:00 (祝日除く) 
〒 278-0003 野田市鶴奉 5-1 

総合福祉会館 3 階 
TEL:04-7197-1543  
FAX:04-7197-1643 
Mail：noda.siminkatudo@bz04.plala.or.jp 

NPO 法人まめ塾は「まめに学ぶ・遊ぶ・生きる」を合言葉に平成 30 年 3月に設立 

され、学習指導事業と地域活性化事業を 2 本柱に活動しています。 

今年度はコロナ禍で活動自粛が続いていますが、昨年度は野田市市民活動団体支援補 

助金を活用し、DOBOT Magician というロボットアームを導入して、プログラミング 

教室を開催しました。主に小学生を対象にした教室で、プログラミング的思考と学校の科目を並行して学べ

る内容となっています。また、地元の方たちと地域イベントも行うようになり、清水公園の花ファンタジア

で開催されたナープアフェスタにも参加しました。再開後には活動の幅を少しずつですが広げていきたいと

思っているそうです。                    （問合せ先：mamejuku@gmail.com） 

あ い ね こ 
平成３１年１月に発足したばかりのあいねこは、まだ歴史が浅いこともあって、野良猫の 

捕獲をする団体と思われることが多いのですが、目標は猫の殺処分ゼロです。 

保護猫の里親探しのための譲渡会を定期的に開催し、動物愛護団体として不幸な繁殖を減 

らすことを市民の皆さんに啓発していくことが主な活動となっています。 

６月の譲渡会開催日に登場したねこちゃんには、保護主さんが常に付き添うなど、関わる 

人全員が愛情をもって活動していることが伝わってきます。代表の栗原さんは「野田の実情 

に合うように、やり方を模索しながら活動をしています。これからは会員募集にも力を入れ、 

活動の幅を広げていきたいです。」と話してくださいました。   （問合せ先：aineko.noda@gmail.com） 

 

園芸福祉ファーム お～い船形促進隊 

NPO法人 まめ塾 

平成 18年に設立し園芸福祉活動を通して障がい者の自立支援、また高齢者の健康維持

と仲間づくりを目標にして活動している団体です。遊休耕地を借り、所有者さんに土づく

りから教えてもらい毎年少しずつ作付けを増やしていきました。取材に伺った日はさつま

芋の天地返しと除草作業。ボランティアの方一人一人がいい時間をゆっくりと過ごし、野

菜のお世話ができたと実感できるよう工夫をしています。障がい者自立支援法などなかっ

た時代、障がい者にも地域に居場所があったらいいなという思いから今に至り、それは今

も変わらず促進隊の皆さんの原動力となっているそうです。 

 

 ❆ 学習支援「ひまわり学習会」説明会 

対象者：学習環境に恵まれない子ども達・保護者 

日 時：毎月第２土曜日 16:00～16:40 

場 所：欅のホール（4 階）  

主 催：学習支援ボランティア 

問合せ：04-7129-2438（佐々木） 

※熱意と自信を有するボランティア講師も求めています。 

 

（補助金交付予定年度 令和元～３年度） 

（補助金交付予定年度 令和２～４年度） 

（補助金交付年度 令和２年度） 

（問合せ先：1126hiro@jcom.home.ne.jp） 
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